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〔一〕
　
序

　

古
代
中
國
に
お
け
る
總
集
や
別
集
の
編
纂
は
、
概
し
て
作
品
の
散

逸
を
畏
れ
、
詩
人
を
愛
す
る
後
世
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が

常
で
あ
っ
た
。
六
朝
の
『
文
選
』
や
盛
唐
の
李
白
・
杜
甫
の
詩
文
集

は
、
概
ね
そ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が

中
唐
の
時
代
に
な
る
と
、
作
者
本
人
が
自
ら
の
作
品
を
取
り
纏
め
、

各
種
の
選
集
を
編
む
よ
う
に
な
る
。
元
稹
と
白
居
易
は
そ
の
最
も
顯

著
な
先
例
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
白
居
易
は
、
自
己
の
詩
文
へ
の
強

い
愛
着
か
ら
、
編
集
作
業
を
生
涯
繼
續
さ
せ
た
希
有
な
文
學
者
と
し

て
特
筆
さ
れ
る（

１
）。
貞
元
十
六
年
（
八
〇
〇
）
二
十
九
歳
の
時
に
始
ま

る
第
一
次
作
品
編
集
か
ら
、
會
昌
五
年
（
八
四
五
）
七
十
四
歳
の
折

に
終
わ
る
第
十
三
次
作
品
編
集
ま
で
、
四
十
五
年
の
長
き
に
渡
っ

て
少
し
ず
つ
増
補
修
訂
し
た
結
果
、
死
の
一
年
前
に
『
白
氏
文
集
』

七
十
五
卷
三
千
八
百
四
十
首
の
大
集
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
失
わ
れ

た
詩
文
の
數
量
も
少
な
く
、
そ
の
保
存
率
は
實
に
九
割
九
分
に
達
し

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
事
實
に
據
っ
て
我
々
は
、
彼
の
文
學
の
全
體
像
を
俯
瞰

で
き
る
だ
け
で
な
く
、
年
齡
の
推
移
に
伴
う
樣
式
や
題
材
の
變
化

さ
え
も
、
細
か
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
白
氏
は

七
十
五
年
の
生
涯
に
樣
々
な
詩
型
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
創
作

傾
向
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
居
易
の
文
學
を
精
確
に
解
讀
す
る
上
で

大
き
な
力
と
な
る
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
白
居
易
の
近
體
詩
一
千
九
百
首
強
は
、
古
體

詩
約
八
百
六
十
首
を
數
的
に
凌
駕
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
そ
の
作

詩
活
動
は
、
青
年
期
か
ら
老
年
期
ま
で
首
尾
一
貫
し
て
衰
退
す
る

白
居
易
七
言
律
詩
考

―
― 

詩
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と
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―
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こ
と
は
な
か
っ
た
。
總
じ
て
古
體
詩
制
作
の
頂
點
は
、
長
慶
四
年

（
八
二
四
）
五
十
三
歳
の
第
三
次
作
品
編
集
―
―
執
友
元
稹
に
よ
る

『
白
氏
長
慶
集
』
五
十
卷
本
の
完
成
―
―
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
後

激
減
す
る
の
に
對
し
て
、
近
體
詩
―
―
特
に
律
詩
―
―
に
か
け
る
情

熱
は
、
天
壽
を
全
う
す
る
ま
で
些
か
も
喪
失
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
一
生
を
通
し
て
考
え
た
場
合
、
明
ら
か
に
白
詩
の
基
調

は
律
詩
を
中
心
と
し
た
近
體
詩
に
あ
り
、
そ
こ
に
は
こ
の
詩
人
の
個

性
や
作
風
が
充
溢
し
て
い
る
。

　

こ
の
度
の
論
考
で
は
、
唐
代
近
體
詩
の
中
で
彼
が
最
も
得
意
と
し

た
七
言
律
詩
五
六
八
首
を
取
り
上
げ
、
主
に
詩
型
論
的
觀
點
か
ら
修

辭
技
法
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。
日
中
に
お
け
る
從
前
の

白
居
易
研
究
で
も
、
七
律
に
絞
っ
て
詩
人
と
詩
型
の
問
題
を
考
察
し

た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
で
き
な
い
の
で
、
作
家
論
お
よ
び
樣
式
論

に
お
い
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
判
斷
さ
れ
る
。

〔二〕
　
先
行
文
獻
の
指
摘

　

白
居
易
が
多
用
し
た
詩
型
は
、
五
言
古
體
七
四
八
首
、
七
言
絶
句

六
七
二
首
、
七
言
律
詩
五
六
八
首
の
三
種
で
あ
り
、
全
制
作
詩
數
に

占
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
％
、
二
十
四
％
、
二
十
％
と
な
っ

て
い
る
。
古
體
に
あ
っ
て
は
五
言
を
、
近
體
で
は
七
言
を
よ
り
多
く

選
擇
す
る
と
い
う
意
識
は
、
相
當
に
明
白
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
の
詩
壇
で
流
行
し
た
音
數
律
が
七

言
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
は
時
代
の
空
氣
に
敏
感
に
反
應
し

た
詩
人
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
七
言
音
數
律
「
○
○
○
○
・
○
○

○
」（
上
四
下
三
・
偶
數
四
拍
）
は
、
五
言
音
數
律
「
○
○
・
○
○
○
」

（
上
二
下
三
・
奇
數
三
拍
）
に
比
べ
て
表
現
空
間
が
大
き
く
、
種
々
の

修
辭
を
驅
使
す
る
可
能
性
を
含
み
持
つ
。
さ
ら
に
そ
の
〝
頭
重
脚

輕
〞
の
詩
的
節
奏
は
、
輕
快
・
流
麗
・
卑
俗
と
い
っ
た
性
質
を
よ
り

多
く
備
え
て
お
り
、
白
詩
一
般
に
認
め
ら
れ
る
詩
情
や
作
風
と
も
よ

く
照
應
し
て
い
る
。

　

白
氏
近
體
詩
の
核
心
部
分
は
、
五
絶
や
五
律
と
言
う
よ
り
は
、
七

絶
と
七
律
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
り
わ
け
七
言
律
詩
は
、

こ
の
詩
人
が
得
意
と
し
た
對
偶
表
現
を
大
量
に
盛
り
込
む
樣
式
と
し

て
、
ほ
と
ん
ど
必
須
の
役
割
を
擔
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
宋
元
明
清
に
お
け
る
詩
論
書
詩
話
類
に
は
、
印
象
批
評

が
多
い
と
は
言
う
も
の
の
、
各
種
詩
型
の
特
色
や
機
能
に
つ
い
て
、

樣
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
に
あ
っ
て
七
律
に
對
す
る

關
心
は
非
常
に
高
く
、
絶
句
や
古
體
詩
以
上
に
度
々
言
及
さ
れ
て
い

る
。
總
合
的
に
み
る
な
ら
ば
、
歴
代
批
評
家
の
意
見
は
、
七
律
が
そ

の
他
の
詩
型
と
比
較
し
て
一
番
創
作
難
度
が
高
い
と
の
點
で
一
致
し
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て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
七
律
よ
り
も
五
律
の
難
作
性
を
主
張
す

る
者
も
あ
る（

２
）が
、
極
少
數
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
七

言
律
詩
の
難
作
性
を
説
く
文
獻
と
し
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
も
の
が

指
摘
で
き
る
。
今
回
確
認
で
き
な
か
っ
た
そ
の
他
の
書
籍
の
存
在
を

考
慮
し
て
も
、
中
國
批
評
文
學
史
に
お
け
る
こ
う
し
た
認
識
は
、
よ

り
普
遍
的
な
も
の
と
判
斷
さ
れ
る
。

　

〔Ａ〕 

宋
代
（
○
楊
萬
里
『
誠
齋
詩
話
』
○
嚴
羽
『
滄
浪
詩
話
』
詩
法
の
部
（
３
）

○
范
晞
文
『
對
牀
夜
話
』
卷
二
）。

　

〔Ｂ〕
元
代
（
○
楊
載
『
詩
話
家
數
』）。

　

〔Ｃ〕 

明
代
（
○
梁
橋
『
氷
川
詩
式
』
卷
一
、
七
言
律
詩
の
條
○
王
世
貞
『
藝

苑
巵
言
』
卷
一
○
徐
師
曾
『
詩
體
明
辯
』
卷
四
、
近
體
律
詩
の
條
）
○

胡
震
亨
『
唐
音
癸
籤
』
卷
三
、
法
微
二
、
七
言
律
○
胡
應
麟
『
詩
藪
』

内
編
卷
五
、
近
體
中
、
七
言
の
條
）。

　

〔Ｄ〕 

清
代
（
○
顧
炎
武
『
日
知
録
』
卷
二
十
一
、
書
法
詩
格
の
條
所
引
の

鄞
人
薛
千
仞
の
説
○
葉
燮
『
原
詩
』
外
篇
、
下
○
黄
子
雲
『
野
鴻
詩

的
』
○
沈
徳
潛
『
説
詩
晬
語
』
卷
上
○
錢
木
菴
『
唐
音
審
體
』
律
詩
七

言
四
韻
論
の
條
○
方
東
樹
『
昭
昧
詹
言
』
卷
十
四
、
通
論
七
律
の
條
）。

　

七
律
は
句
法
・
押
韻
・
平
仄
の
各
次
元
に
あ
っ
て
、
徹
底
し
た
對

偶
性
（sym

m
etry

）
を
根
幹
に
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
唐
代
近
體
詩

の
中
で
、
最
も
壯
麗
か
つ
典
雅
な
詩
型
と
な
っ
て
い
る
。
均
齊
か
つ

精
緻
な
詩
律
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
る
た
め
、
作
者
の
技
量
の
優
劣
が

よ
り
顯
在
化
し
や
す
い
。
先
に
掲
げ
た
諸
書
は
、
何
れ
も
そ
の
實

作
上
の
微
妙
さ
に
つ
い
て
觸
れ
て
い
る
。
表
現
上
の
過
度
な
偏
重

性
―
―
偏
枯
之
病
―
―
を
來
さ
な
い
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら
れ
る
樣

式
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
評
文
を
二
つ
だ
け

引
用
し
て
み
た
い
。

　

⑴ 

「
古
詩
之
難
、
莫
難
於
五
言
古
。
近
體
之
難
、
莫
難
於
七
言
律
。

五
十
六
字
之
中
、
意
若
貫
珠
、
言
如
含
璧
。
…
…
七
言
律
、
壯

偉
者
易
粗
豪
、
和
平
者
易
卑
弱
、
深
厚
者
易
晦
澀
、
濃
麗
者

易
繁
蕪
。
寓
古
雅
於
精
工
、
發
神
奇
於
典
則
、
鎔
天
然
於
百

鍊
、
操
獨
得
於
千
鈞
、
古
今
名
家
、
罕
有
兼
備
此
者
。」（
胡
應

麟
『
詩
藪
』
内
編
卷
五
、
近
體
中
、
七
言
の
條
）。

　

⑵ 

「
七
言
律
、
平
敍
易
於
徑
遂
、
雕
鏤
失
之
佻
巧
、
比
五
言
爲
尤

難
。
貴
屬
對
穩
、
貴
遣
事
切
、
貴
捶
字
老
、
貴
結
響
高
、
而

總
歸
於
血
脉
動
盪
、
首
尾
渾
成
、
後
人
祇
於
全
篇
中
爭
一
聯

警
拔
、
取
青
妃
白
、
有
句
無
章
、
所
以
去
古
日
遠
。」（
沈
徳
潛

『
説
詩
晬
語
』
卷
上
）。
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明
清
の
傑
出
し
た
詩
家
で
あ
る
胡
應
麟
と
沈
徳
潛
は
、
等
し
く
七

律
が
持
つ
表
現
機
能
の
核
心
を
言
い
當
て
て
い
る
。
七
律
に
は
「
壯

偉
↑
↓
粗
豪
」「
和
平
↑
↓
卑
弱
」「
深
厚
↑
↓
晦
澀
」「
濃
麗
↑
↓
繁

蕪
」「
平
敍
↑
↓
徑
遂
」「
雕
鏤
↑
↓
佻
巧
」
の
如
く
、
表
現
技
法
の

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
る
と
し
、
二
人
は
そ
こ
に
こ
の
詩
型

の
難
度
を
見
出
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
句
法
と
韻
律

か
ら
見
た
場
合
、
八
句
四
聯
・
對
句
散
句
・
偶
數
四
拍
・
二
四
不

同
・
二
六
對
・
粘
法
反
法
な
ど
、
七
律
は
對
偶
觀
念
の
い
わ
ば
純
粹

培
養
的
顯
現
と
見
做
し
得
る
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
、
表
現
上
の
技
巧

に
お
い
て
均
衡
の
妙
が
不
可
缺
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
正
し
く

作
家
に
抑
制
や
禁
欲
を
強
い
る
詩
型
で
あ
り
、
そ
れ
は
⑴
⑵
の
末
尾

が
、「
古
今
名
家
罕
有
兼
備
此
者
」「
所
以
去
古
日
遠
」
と
述
べ
る
根

據
と
も
な
っ
て
い
る
。
相
反
す
る
表
現
要
素
の
同
時
充
足
を
説
く
こ

れ
ら
の
主
張
と
併
行
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
七
言
律
詩
が
唐
代
の

各
種
近
體
詩
の
融
合
體
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
の
主
張
で
あ
る
。

七
律
難
作
の
最
大
理
由
を
こ
の
點
に
求
め
た
評
言
に
、
例
え
ば
以
下

の
も
の
が
あ
る
。

　

⑶ 

「
七
言
律
詩
、
是
第
一
棘
手
難
入
法
門
。
融
各
體
之
法
、
各
種

之
意
、
括
而
包
之
於
八
句
。
是
八
句
者
、
詩
家
總
持
三
昧
之
門

也
。
乃
初
學
者
往
往
以
之
爲
入
門
、
而
不
知
其
難
。
三
家
村
中

稱
詩
人
、
出
其
稿
、
必
有
律
詩
數
十
首
。
故
近
來
詩
之
亡
也
、

先
亡
乎
律
。
律
之
亡
也
、
在
易
視
之
而
不
知
其
難
。
難
易
不

知
、
安
知
是
與
非
乎
。
故
於
一
部
大
集
中
、
信
手
拈
其
七
言
八

句
一
首
觀
之
、
便
可
以
知
其
詩
之
存
與
亡
矣
。」（
葉
燮
『
原
詩
』

外
篇
、
下
）。

　

清
朝
の
葉
燮
は
、
作
詩
を
初
め
て
學
ぶ
者
が
安
易
に
七
律
を
制
作

す
る
こ
と
を
批
判
し
、
複
數
の
技
法
が
集
約
さ
れ
た
「
七
言
八
句
一

首
」
を
「
觀
」
れ
ば
、
作
者
の
技
量
の
善
し
惡
し
が
す
ぐ
に
理
解
で

き
る
と
ま
で
斷
言
し
て
い
る
。

　

以
上
概
觀
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
最
後
に
檢
討
し
て
お
き
た

い
の
は
、
白
居
易
の
七
律
詩
に
對
す
る
評
價
で
あ
る
。
宋
元
明
清
の

詩
論
書
で
は
、
屡
々
そ
の
七
律
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
る
が
、
唐
代

文
學
史
に
お
け
る
七
言
律
詩
の
形
成
と
展
開（
４
）と
い
う
視
點
か
ら
、
白

居
易
を
明
確
に
位
置
づ
け
た
も
の
と
し
て
は
、
先
に
引
用
し
た
明
代

の
『
詩
藪
』
が
あ
る
。
當
該
箇
所
を
再
度
掲
出
し
て
み
る
。

　

⑷ 
「
唐
七
言
律
、
自
杜
審
言
沈
佺
期
、
首
創
工
密
、
至
崔
顥
李
白
、

時
出
古
意
、
一
變
也
。
高
岑
王
李
、
風
格
大
備
、
又
一
變
也
。
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杜
陵
、
雄
深
浩
蕩
、
超
忽
縱
横
、
又
一
變
也
。
錢
劉
、
稍
爲
流

暢
、
降
而
中
唐
、
又
一
變
也
。
大
暦
十
才
子
、
中
唐
體
備
、
又

一
變
也
。
樂
天
才
具
泛
潤
、
夢
得
骨
力
豪
勁
、
在
中
晩
間
自

爲
一
格
、
又
一
變
也
。」（
胡
應
麟
『
詩
藪
』
内
編
卷
五
、
近
體
中
、

七
言
の
條
）。

　

杜
甫
七
律
へ
の
高
い
評
價
と
竝
ん
で
、
白
居
易
お
よ
び
劉
禹
錫
が

中
晩
唐
詩
で
、「
一
格
」「
一
變
」
を
な
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
留
意

さ
れ
よ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
元
の
方
回
選
評
、
李
慶
甲
集

評
校
點
『
瀛
奎
律
髓
彙
評（

５
）』（

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
四
月
）、

清
の
乾
隆
帝
勅
撰
『
唐
宋
詩
醇
』、
清
の
方
東
樹
『
昭
昧
詹
言
』
な

ど
で
は
、
個
々
の
七
律
作
品
を
取
り
上
げ
、
具
體
的
な
評
定
を
下
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
參
考
ま
で
に
、
方
東
樹
に
よ
る
詩
評
の
一
部
を

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

⑸ 

「
西
湖
留
別
〔
2355
〕
起
二
句
敍
題
、
字
字
錘
鍊
而
出
之
、
不
覺

其
爲
對
起
。
三
四
跌
出
、
空
圓
警
妙
、
盬
腦
運
虚
爲
實
。
五
六

周
旋
題
面
。
收
句
倒
轉
拍
題
。
用
筆
用
意
、
不
肯
使
一
直
筆
、

句
句
回
旋
曲
折
頓
挫
、
皆
從
意
匠
經
營
錘
鍊
而
出
、
不
似
夢
得

子
厚
但
放
筆
直
下
也
。
先
斂
後
放
、
變
化
沈
約
浮
聲
切
響
、
此

等
足
取
法
矣
、
然
猶
經
營
地
上
語
耳
。
杜
公
包
有
夢
得
子
厚

樂
天
、
而
有
情
深
華
美
不
測
之
妙
。」（
方
東
樹
『
昭
昧
詹
言
』
卷

十
八
、
中
唐
諸
家
之
條
）。

　

⑹ 

「
西
湖
晩
歸
回
望
孤
山
寺
贈
諸
客
〔
1361
〕
此
題
已
如
畫
、
詩
寫

景
工
而
眞
、
所
以
爲
佳
。
姚
光
生
云
、
非
至
西
湖
、
不
知
此
寫

景
之
工
。
起
二
句
點
題
。
中
四
句
小
大
遠
近
分
寫
、
皆
回
望
中

所
見
。
却
以
結
句
廻
掉
點
明
、
復
總
寫
一
句
收
足
、
所
謂
加

倍
起
棱
也
。
起
不
過
敍
點
歸
字
、
而
以
密
字
攅
鍊
出
之
。」（
同

前
）。

　

⑺ 

「
與
夢
得
沽
酒
間
飮
且
約
後
期
〔
3377
〕
起
得
突
兀
老
氣
、
揮
斥

奇
警
、
可
比
杜
公
矣
。
妙
在
第
四
句
、
自
外
來
招
之
入
伴
、
而

融
洽
成
一
片
、
故
妙
。
後
半
平
衍
而
已
、
却
本
色
。」（
同
前
）。

　

七
言
律
詩
の
名
手
と
評
さ
れ
る
杜
甫
と
の
比
較
⑸
⑺
、
杭
州
西
湖

を
巡
る
風
景
描
寫
の
妙
味
⑹
な
ど
、
こ
こ
に
は
確
か
に
、
白
氏
七
律

に
對
す
る
高
い
評
價
が
窺
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
こ
の
他
に
も
、
清
代
の
葉
燮
『
原
詩
』
外
篇
、
趙

翼
『
甌
北
詩
話
』
卷
四
、
李
重
華
『
貞
一
齋
詩
話
』
詩
談
雜
録
、
沈

徳
潛
『
唐
詩
別
裁
集
』
凡
例
で
は
、
八
句
四
韻
の
律
詩
を
さ
ら
に
擴

張
さ
せ
た
居
易
の
長
篇
排
律（

６
）に
言
及
し
て
、「
屬
對
精
緊
」「
使
事
嚴
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切
」「
章
法
變
化
」「
條
理
井
然
」「
研
鍊
精
切
」「
語
工
詞
贍
」「
氣

勁
神
完
」「
險
韻
參
錯
」「
略
無
痕
跡
」「
綽
有
餘
裕
」
と
稱
贊
し
、

中
國
文
學
史
に
お
け
る
そ
の
功
績
を
顯
彰
し
て
い
る
。
律
詩
お
よ
び

排
律
に
必
須
な
對
偶
技
法
は
、
白
居
易
に
と
っ
て
缺
く
べ
か
ら
ざ
る

脊
柱
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詩
人
と
律
詩
の
出
會
い
は
、
こ
の

意
味
か
ら
も
必
然
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
ま
で
述
べ
て

き
た
先
行
文
獻
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
次
章
で
は
白
居
易
七
言
律
詩

の
分
析
と
檢
討
に
入
り
た
い
と
思
う
。

〔三〕
　
白
居
易
の
七
律
作
品

　

白
居
易
は
一
生
の
間
に
、
五
六
八
首
の
七
言
律
詩
を
創
作
し
て
い

る
。
自
ら
が
「
長
句
」「
四
韻
」
と
呼
ぶ
こ
の
詩
型
は
、
絶
え
ず
そ

の
傍
ら
に
あ
っ
て
、
折
々
の
詩
情
を
紡
ぎ
出
し
た
の
で
あ
る
。
傳
記

的
に
通
覽
す
れ
ば
、
三
十
歳
以
前
一
首
、
三
十
一
歳
か
ら
四
十
歳
ま

で
十
五
首
、
四
十
一
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
一
三
三
首
、
五
十
一
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
一
九
九
首
、
六
十
一
歳
か
ら
七
十
歳
ま
で
一
八
八

首
、
七
十
一
歳
か
ら
七
十
五
歳
ま
で
三
十
二
首
と
な
っ
て
い
る
。
初

出
の
詩
篇
は
、
二
十
八
歳
の
時
に
洛
陽
で
作
ら
れ
た
「
自
河
南
經

亂
、
關
内
阻
飢
、
兄
弟
離
散
、
各
在
一
處
。
因
望
月
有
感
、
聊
書
所

懷
、
寄
上
浮
梁
大
兄
、
於
潛
七
兄
、
烏
江
十
五
兄
、
兼
示
符
離
及
下

邽
弟
妹
」〔
0691
〕
で
あ
り
、
最
終
の
作
品
は
、
享
年
と
な
る
七
十
五

歳
に
詠
わ
れ
た
「
六
年
立
春
日
人
日
作
」〔
3656
〕「
詠
身
」〔
3658
〕「
豫

與
山
南
王
僕
射
淮
南
李
僕
射
、
事
歴
五
朝
、
踰
三
紀
、
海
内
年
輩
、

今
唯
三
人
、
榮
路
雖
殊
交
情
不
替
。
聊
題
長
句
、
寄
擧
之
公
垂
二

相
公
」〔
3659
〕
の
三
首
と
な
っ
て
い
る
。
白
居
易
七
律
詩
の
題
材
は

「
戰
亂
」「
別
離
」「
書
懷
」
で
始
ま
り
、「
四
季
」「
疾
病
」「
交
友
」

で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
總
計
五
六
八
首
の
起
點
に
位
置
す
る
作
品

を
掲
げ
て
み
る
。
韻
律
の
工
夫
を
可
視
化
す
る
た
め
、
平
仄
式
（
平

聲
○
仄
聲
●
）
も
併
せ
て
記
す
。

　

① 

自
河
南
經
亂
、
關
内
阻
飢
、
兄
弟
離
散
、
各
在
一
處
。
因
望
月

有
感
、
聊
書
所
懷
、
寄
上
浮
梁
大
兄
、
於
潛
七
兄
、
烏
江
十
五

兄
、
兼
示
符
離
及
下
邽
弟
妹
〔
0691
〕

　
　
　
　
　
　

２　

４　

６

　
　
　
　
　

時
難3

年
飢8

世
業3

空
◎

　
　

首
聯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
法　

散
句　

　
　
　
　
　

弟
兄8

羈
旅3

各
西8

東
◎　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粘
法
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田
園8

寥
落3

干
戈8

後

　
　

頷
聯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
法　

對
句

　
　
　
　
　

骨
肉3

流
離8

道
路3

中
◎　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粘
法　
　
　
　

對
偶　

對
偶

　
　
　
　
　

弔
影3

分
爲8

千
里3

雁

　
　

頸
聯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
法　

對
句

　
　
　
　
　

辭
根8

散
作3

九
秋8

蓬
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

粘
法

　
　
　
　
　

共
看8

明
月3

應
垂8

涙

　
　

尾
聯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
法　

散
句

　
　
　
　
　

一
夜3

郷
心8

五
處3

同
◎

　
　
　
　
　
　

２　

２　

３

　
　
　
　
　
　
　

４

　

詩
題
に
示
す
「
望
月
有
感
」
の
典
型
的
な
抒
情
詩
で
あ
り
、
七
言

仄
起
式
（
變
格
）
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
句
法
・
押
韻
・
平
仄
・

典
故
を
完
璧
に
遵
守
し
た（

７
）
正
統
派
の
七
言
律
詩
と
言
え
る
。
意
味

上
、「
西
東
」
は
頸
聯
に
み
え
る
「
分
」「
散
」
と
對
應
し
、「
流
離
」

は
同
じ
く
「
雁
」（
天
上
）「
蓬
」（
地
上
）
と
呼
應
し
て
お
り
、「
寥

落
」
と
「
流
離
」
の
雙
聲
對
、「
千
里
」
と
「
九
秋
」
の
數
字
對
も
、

自
然
か
つ
典
麗
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
最
終
句
「
一

夜
郷
心
五
處
同
」
の
發
想
や
心
象
は
、
こ
の
他
に
も
「
今
日
相
逢
愁

又
喜
、
八
人
分
散
兩
人
同
」（「
酬
哥
舒
大
見
贈
」〔
0616
〕）「
我
厭
宦
遊

君
失
意
、
可
怜
秋
思
兩
心
同
」（「
縣
西
郊
秋
、
寄
贈
馬
造
」〔
0636
〕）「
憐

君
獨
向
澗
中
立
、
一
把
紅
芳
三
處
心
」（「
和
王
十
八
薔
薇
澗
花
時
有
懷

蕭
侍
御
兼
見
贈
」〔
0645
〕）
…
…
と
あ
る
如
く
、
居
易
の
常
用
表
現
で

あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
無
名
時
代
の
二
十
八
歳
か
ら
始
ま

る
七
律
詩
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
齡
を
重
ね
る
に
從
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
進
展
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
七
律
の
詠
法
の
變
化
を
檢

證
す
る
こ
と
は
、
詩
人
と
詩
型
の
關
係
を
考
え
る
上
で
、
や
は
り
避

け
て
通
れ
な
い
課
題
と
言
え
る
。

　

年
齡
區
分
に
よ
る
制
作
數
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
次
に
確

認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
詠
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
。
實

態
と
し
て
は
長
安
九
十
首
、
下
邽
三
首
、
江
州
六
十
九
首
、
忠
州

十
一
首
、
杭
州
四
十
六
首
、
蘇
州
四
十
四
首
、
洛
陽
二
七
六
首
、
そ

の
他
（
嵩
山
・
濟
源
・
王
屋
山
）
三
首
、
赴
任
途
次
（
長
安
↓
江
州
・
江

州
↓
忠
州
・
長
安
↓
杭
州
・
杭
州
↓
洛
陽
・
洛
陽
↓
蘇
州
・
蘇
州
↓
洛
陽
）

二
十
六
首
と
な
っ
て
お
り
、
晩
年
洛
陽
に
居
住
し
て
い
た
時
期
の
多

作
が
注
目
さ
れ
る
。
漂
泊
・
仕
官
・
丁
憂
・
貶
謫
・
外
任
・
吏
隱
・

（
（
（

（
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退
休
と
い
う
白
氏
の
全
生
涯
に
お
い
て
、
七
律
は
そ
の
官
僚
た
る
經

歴
の
中
で
精
錬
さ
れ
、
進
化
し
續
け
た
詩
型
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

科
擧
及
第
以
後
に
形
成
さ
れ
た
官
界
で
の
人
間
關
係
、
赴
任
先
の
特

色
あ
る
氣
候
風
土
、
人
生
の
蹉
跌
を
契
機
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
處
世

觀
、
そ
れ
ら
全
て
が
、
白
居
易
の
七
言
律
詩
の
發
展
に
大
き
な
影
響

力
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
全
體
の
傾
向
を
理
解
し
た
上
で
、
最
初
に
考
え
て
み
た
い

の
は
、
詩
材
と
詩
型
の
關
係
で
あ
る
。
白
氏
七
律
の
題
材
は
、
對
他

的
な
も
の
と
對
自
的
な
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
は
親
し
い
人
々

と
の
社
交
や
友
情
を
述
べ
る
作
品
で
あ
り
、
詩
題
に
現
れ
る
夥
し
い

人
名
や
「
酬
」「
和
」「
謝
」「
答
」「
問
」「
報
」「
呈
」「
獻
」「
寄
」

「
贈
」「
送
」「
餞
」「
招
」「
宴
」「
慶
」「
賀
」「
戲
」「
諭
」「
勸
」

「
憶
」「
哭
」「
夢
」
の
各
語
は
、
こ
の
事
實
を
雄
瓣
に
物
語
っ
て
い

る
。
七
律
を
介
在
さ
せ
た
他
者
と
の
交
流
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
前

半
生
の
元
稹
、
後
半
生
の
劉
禹
錫
と
い
う
二
大
詩
人
の
存
在
で
あ

る
。
と
も
に
居
易
に
と
っ
て
掛
け
替
え
の
な
い
〝
文
友
詩
敵
〞
で
あ

り
、
特
に
律
詩
の
錬
成
は
彼
ら
と
の
濃
密
な
交
際
を
通
し
て
、
十
二

分
に
果
た
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
白
居
易
が
元
稹
な
い

し
劉
禹
錫
を
詠
う
七
律
は
、
同
數
の
五
十
首
―
死
後
の
追
憶
二
首
を

含
む
―
で
あ
り
、
相
互
に
遣
り
取
り
し
た
酬
答
唱
和
の
詩
篇（

８
）は
、
他

者
へ
の
そ
れ
を
遙
か
に
壓
倒
し
て
い
る
。
元
白
と
劉
白
の
交
情
を
述

べ
る
詩
三
首
を
先
ず
引
い
て
み
た
い
。

　

② 

「
一
篇
長
恨
有
風
情
、
十
首
秦
吟
近
正
聲
。
毎
被
老
元
偸
格

0

0

0

0

0

0

律0

、
苦
教
短
李
伏
歌
行
。
世
間
富
貴
應
無
分
、
身
後
文
章
合
有

名
。
莫
恠
氣
麤
言
語
大
、
新
排
十
五
卷
詩
成
。」（「
編
集
拙
詩
成

一
十
五
卷
、
因
題
卷
末
、
戲
贈
元
九
李
二
十
」〔
1006
〕）。

　

③ 

「
年
顏
老
少
與
君
同
、眼
未
全
昏
耳
未
聾
。
放
醉
卧
爲
春
日
伴
、

趂
歡
行
入
少
年
叢
。
尋
花
借
馬
煩
川
守
、
弄
水
偸
船
惱
令
公
。

聞
道
洛
城
人
盡
恠
、
呼
爲
劉
白
二
狂
翁

0

0

0

0

0

0

0

。」（「
贈
夢
得
」〔
3310
〕）。

　

④ 

「
四
海
齊
名
白
與
劉

0

0

0

0

0

0

0

、
百
年
交
分
兩
綢
繆
。
同
貧
同
病
退
閑
日
、

一
死
一
生
臨
老
頭
。
盃
酒
英
雄
君
與
操
、
文
章
微
婉
我
知
丘
。

賢
豪
雖
歿
精
靈
在
、
應
共
微
之
地
下
遊

0

0

0

0

0

0

0

。」（「
哭
劉
尚
書
夢
得
二

首
其
一
」〔
3601
〕）。

　

②
第
三
句
の
自
注
に
「
元
九
向
江
陵
日
、
嘗
以
拙
詩
一
軸
贈
行
、

自
後
格
變

0

0

0

0

」
と
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
指
摘
を
客
觀
的
に
傍
證
す
る

で
あ
ろ
う（

９
）。
元
稹
・
劉
禹
錫
と
の
友
情
は
、
詩
の
好
敵
手
と
し
て
結

ば
れ
て
お
り
、
相
手
の
文
學
や
人
柄
に
對
す
る
深
い
敬
意
に
根
ざ
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
居
易
に
と
っ
て
七
律
は
、
官
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界
で
の
知
人
友
人
と
の
交
流
を
強
力
に
推
進
す
る
社
交
の
具
で
あ

り
、
か
つ
ま
た
、
己
が
文
才
を
自
己
確
認
す
る
場
と
し
て
も
機
能
し

た
の
で
あ
る
。

　

白
氏
七
律
で
詠
わ
れ
る
詩
材
は
、
大
變
多
岐
に
及
ん
で
お
り
、
四

季
・
山
水
・
田
園
・
登
高
・
花
鳥
・
情
愛
・
離
別
・
旅
情
・
哀
傷
・

詠
物
・
飮
酒
・
喫
茶
・
疾
病
・
閑
適
・
書
懷
…
…
な
ど
枚
擧
に
暇
が

な
い
。
こ
れ
に
對
し
て
諷
諭
・
戰
亂
・
詠
史
が
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
は

極
端
に
少
な
く）

₁₀
（

、
居
易
に
お
け
る
七
律
と
題
材
の
適
性
と
い
う
意
味

で
特
に
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
各
種
の
詩
材
で
最
初
に
取
り
上
げ

て
み
た
い
の
は
、
山
水
を
敍
述
す
る
一
連
の
作
品
で
あ
る
。
江
州
司

馬
期
（
四
十
四
歳
〜
四
十
七
歳
）
と
蘇
州
刺
史
期
（
五
十
四
歳
〜
五
十
五

歳
）
に
も
、
印
象
深
い
敍
景
詩
が
あ
る
が
、
對
句
表
現
を
用
い
た
風

景
描
寫
が
ひ
と
き
わ
洗
練
さ
れ
、
一
つ
の
高
み
に
達
す
る
の
は
、
杭

州
刺
史
時
代
（
五
十
一
歳
〜
五
十
三
歳
）
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
地
方

の
穩
や
か
で
優
し
い
風
光
は
、
白
居
易
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
杭
州
の
名
所
と
物
産
を
鏤
め
た
次
の
七
律
二
首
に

よ
く
現
れ
て
い
る
。
當
地
を
象
徴
す
る
固
有
名
詞
の
嵌
め
込
み
と
、

白
↓
紅
↓
青
↓
緑
と
續
く
色
彩
の
點
綴
と
が
、
讀
後
の
強
い
印
象
と

な
っ
て
殘
る
。

　

⑤ 

「
望
海
樓

0

0

0

明
照
曙
霞
、
護
江
堤

0

0

0

白
蹋
晴
沙
。
涛
聲
夜
入
伍
員

0

0

廟0

、
柳
色
春
藏
蘇
小
家

0

0

0

。
紅
袖
織
綾
跨
柿
蔕

0

0

、
青
旗
沽
酒
趂
梨0

花0

。
誰
開
湖
寺
西
南
路
、
草
緑
裙
腰
一
道
斜
。」（「
杭
州
春
望
」

〔
1364
〕）。

　

⑥ 

「
餘
杭
形
勝
四
方
無
、
州
傍
青
山
縣
枕
湖
。
遶
郭
荷
花
三
十

里
、
拂
城
松
樹
一
千
株
。
夢
兒
亭

0

0

0

古
傳
名
謝
、
教
妓
樓

0

0

0

新
道
姓

蘇
。
獨
有
使
君
年
太
老
、
風
光
不
稱
白
髭
鬚
。」（「
餘
杭
形
勝
」

〔
1373
〕）。

　

長
慶
二
年
に
詠
わ
れ
た
「
錢
塘
湖
春
行
」〔
1349
〕
の
尾
聯
に
は
、

「
最
愛
湖
東

0

0

行
不
足
、
緑
楊
陰
裏
白
沙
堤
」
と
あ
り
、
長
慶
四
年
の

刺
史
離
任
に
際
し
て
作
ら
れ
た
「
西
湖
留
別
」〔
2355
〕
の
尾
聯
に
も
、

「
處
處
迴
頭
盡
堪
戀
、
就
中
離
別
是
湖
邊

0

0

」
と
あ
る
。
杭
州
の
名
だ

た
る
景
勝
の
中
で
、
自
ら
が
理
想
と
す
る
風
景
と
の
邂
逅
は
、
西
湖

（
錢
塘
湖
）
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
白
居
易
こ
そ
は
西
湖

の
詩
跡
化
に
お
い
て
、
最
初
に
し
て
最
大
の
功
勞
者
に
位
置
づ
け
ら

れ
る）

₁₁
（

。
西
湖
を
詠
う
代
表
作
を
二
首
引
用
し
て
み
た
い
。

　

⑦ 
「
柳
湖
松
島
蓮
花
寺
、
晩
動
歸
𣓤
出
道
場
。
盧
橘
子
仾
山
雨
重
、

栟
櫚
葉
戰
水
風
涼
。
煙
波
澹
蕩
搖
空
碧
、
樓
殿
參
差
倚
夕
陽
。



10

中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
四
期

到
岸
請
君
迴
首
望
、
蓬
莱
宮
在
海
中
央
。」（「
西
湖
晩
歸
、
廻
望

孤
山
寺
、
贈
諸
客
」〔
1361
〕）。

　

⑧ 
「
湖
上
春
來
似
畫
圖
、
亂
峯
圍
繞
水
平
鋪
。
松
排
山
面
千
重

翠
、
月
點
波
心
一
顆
珠
。
碧
毯
線
頭
抽
早
稻
、
青
羅
裙
帶
展
新

蒲
。
未
能
抛
得
杭
州
去
、
一
半
勾
留
是
此
湖
。」（「
春
題
湖
上
」

〔
2331
〕）。

　

一
讀
し
て
、
多
彩
な
修
辭
が
眼
を
引
く
。
⑦
の
第
一
句
の
句
中
對

（
當
句
對
）
で
は
、
西
湖
西
北
に
あ
る
小
島
（
孤
山
）
が
、
柳0

湖
↓
松0

島
↓
蓮0

華
寺
の
よ
う
に
、
三
種
の
植
物
を
配
し
な
が
ら
、
大
・
中
・

小
へ
と
焦
點
化
さ
れ
る
。
頷
聯
頸
聯
の
對
句
が
描
く
西
湖
の
風
景

も
、
纖
細
か
つ
明
確
で
あ
る
。
ま
た
前
半
四
句
と
後
半
四
句
で
は
、

作
者
の
位
置
が
、
島
上
か
ら
船
中
へ
と
移
動
し
て
お
り
、
七
律
表
現

の
中
心
を
な
す
對
偶
性
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ

し
て
こ
の
對
偶
性
は
、
最
終
句
の
「
蓬
莱
宮
」（
虚
景
）
と
「
海
中

央
」（
實
景
）
の
對
比
に
ま
で
連
續
し
て
い
る
。
正
に
「
虚
中
に
實

有
り
」
の
典
型
で
あ
る
。

　

⑧
の
修
辭
技
法
に
到
っ
て
は
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
い
る
。
こ
の
詩

の
主
題
は
、
冒
頭
の
「
湖
上
春
來
似
畫
圖

0

0

0

」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
言

葉
の
力
に
よ
っ
て
西
湖
の
美
景
を
、
恰
も
一
幅
の
繪
畫
の
如
く
定
着

さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
強
い
意
志
は
、
既
に
詩
題
「
〜
湖
上
」、
第
一

句
「
湖
上
〜
」、
第
八
句
「
〜
此
湖
」
の
連
鎖
表
現
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。
嚴
格
な
對
句
の
中
に
翠
・
珠
（
白
）・
碧
・
青
の
各
色
を
繋

げ
つ
つ
、
首
聯
頷
聯
で
は
全
體
の
遠
景
が
、
頸
聯
尾
聯
で
は
部
分
の

近
景
が
定
位
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
對
偶
表
現
に
被
せ
る
形
で
、「
碧
毯

線
頭
抽
早
稻
、
青
羅
裙
帶
展
新
蒲
」
の
比
喩
表
現
が
提
示
さ
れ
る
の

で
あ
る
。「
〜
千
重
翠
、
〜
一
顆
珠
」
の
數
字
對
も
效
果
的
で
あ
り
、

白
居
易
が
得
意
と
し
た
焦
點
の
變
換
、
視
點
の
移
動
が
自
在
に
な
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
七
律
詩
に
缺
か
せ
な
い
精
緻
な
敍
景
表
現

は
、
西
湖
と
い
う
理
想
的
な
風
景
の
發
見
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
に
進

化
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
對
偶
と
連
鎖
の
修
辭
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
白
氏
七
律
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
そ
れ
ら

は
洛
陽
に
退
去
し
て
か
ら
量
産
さ
れ
る
七
律
作
品
に
も
、
確
實
に
繼

承
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
社
交
詩
・
競
作
詩
・
敍
景
詩
の
次
に
言
及

す
べ
き
は
、
よ
り
對
自
的
な
閑
心
に
基
づ
い
て
詠
わ
れ
る
閑
適
詩

で
あ
る
。
元
和
十
年
（
八
一
五
）
に
左
遷
先
の
江
州
で
執
筆
さ
れ
た

「
與
元
九
書
」〔
1486
〕
に
は
、「
又
或
退
公
獨
處
、
或
移
病
閑
居
、
知

足
保
和
、
吟
翫
情
性
者
一
百
首
、
謂
之
閑
適
詩
」
と
あ
る
。
狹
義
の

閑
適
詩
は
、
も
と
も
と
古
體
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
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が
近
體
の
七
律
に
ま
で
一
氣
に
擴
大
し
て
い
く
。「
閑
適
」
な
る
概

念
を
定
義
づ
け
、
そ
れ
を
七
律
に
持
ち
込
み
、
從
前
と
異
な
る
新
た

な
文
學
を
創
造
し
た
の
は
、
中
唐
の
白
居
易
を
嚆
矢
と
す
る
。
そ
こ

で
は
四
季
・
花
鳥
・
住
居
・
池
苑
・
家
族
・
情
愛
・
身
體
・
疾
病
・

飮
酒
・
喫
茶
・
詠
物
・
書
懷
な
ど
の
題
材
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら

れ
、
東
都
洛
陽
履
道
里
邸
で
展
開
す
る
「
吏
隱
」「
分
司
」
生
活
が

活
寫
さ
れ
る
。
三
千
坪
近
い
白
居
易
邸
は
、
南
北
に
擴
が
る
廣
大
な

白
蓮
池
と
島
・
亭
・
徑
・
橋
・
船
を
有
し
、
い
わ
ば
杭
州
の
西
湖
を

私
的
に
再
現
し
た
人
工
空
間
―
江
南
の
小
風
景
―
と
も
言
え
る
。
愛

し
て
止
ま
な
い
、
そ
の
水
邊
の
風
情
と
生
活
を
寫
し
取
る
「
抒
情
の

器
」「
賦
活
の
具
」
と
し
て
、
七
言
律
詩
が
精
力
的
に
援
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
晩
年
の
作
風
を
よ
く
表
す
詩
篇
に
、
次
の
四

首
が
あ
る
。

　

⑨ 

「
行
尋
甃
石
引
新
泉
、
坐
着
修
橋
補
釣
船
。
緑
竹
挂
衣
涼
處

歇
、
清
風
展
簟
困
時
眠
。
身
閑
當
貴
眞
天
爵

0

0

0

0

0

0

0

、
宮
殿
無
憂
即
地

0

0

0

0

0

0

仙0

。
林
下
水
邊
無
猒
日
、
便
堪
終
老
豈
論
年
。」（「
池
上
即
事
」

〔
2735
〕）。

　

⑩ 

「
晴
教

藥
泥
茶
竈
、
閑
看
科
松
洗
竹
林
。
活
計
縱
貧
長
淨
潔
、

池
亭
雖
小
頗
幽
深
。
厨
香
炊
黍
調
和
酒
、
牎
暖
安
絃
拂
拭
琴
。

老
去
生
涯
秖
如
此
、
更
無
餘
事
可
勞
心
。」（「
偶
吟
二
首
其
二
」

〔
2776
〕）。

　

⑪ 

「
卯
時
偶
飮
齋
時
卧
、
林
下
高
橋
橋
上
亭
。
松
影
窓
眠
始
覺
、

竹
風
吹
面
醉
初
醒
。
就
葉
上
苞
魚
鮓
、
當
石
渠
中
浸
酒
缾
。
生

計
悠
悠
身
兀
兀
、
甘
從
妻
喚
作
劉
伶
。」（「
橋
亭
卯
飮
」〔
2842
〕）。

　

⑫ 

「
足
疾
無
加
亦
不
瘳
、緜
春
歴
夏
復
經
秋
。
開
顏
且
酌
樽
中
酒
、

代
歩
多
乘
池
上
舟
。
幸
有
眼
前
衣
食
在
、
兼
無
身
後
子
孫
憂
。

應
須
學
取
陶
彭
澤

0

0

0

0

0

0

0

、
但
委
心
形
任
去
留

0

0

0

0

0

0

0

。」（「
足
疾
」〔
3457
〕）。

　

こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
端
正
な
對
句
を
用
い
て
、
閑
適
世
界
を

構
成
す
る
各
素
材
を
克
明
に
述
べ
、
所
與
の
條
件
―
―
貧
窮
や
老

病
―
―
の
も
と
で
、
自
ら
の
誇
り
を
失
う
こ
と
無
く
、
逞
し
く
し
な

や
か
に
生
き
て
い
く
閑
適
の
詩
想
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。
生
老
病
死

を
冷
靜
に
見
詰
め
る
文
學
で
あ
り
、
傍
點
部
が
示
す
よ
う
に
、
説
理）

₁₂
（

と
抒
情
が
渾
然
一
體
と
な
っ
た
、
い
わ
ば
説
理
的
抒
情
性
が
詠
出
さ

れ
る
詩
歌
で
あ
る
。
こ
の
點
に
關
連
し
て
、
自
分
が
今
ま
さ
に
生
き

て
い
る
こ
と
を
實
感
さ
せ
る
飮
食
の
場
面
描
寫
も
、
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
對
偶
を
必
要
と
し
な
い
散
句

に
も
、「
卯
時
偶
飮
・
齋
時
卧
」「
生
計
悠
悠
・
身
兀
兀
」「
緜
春
・

歴
夏
・
復
經
秋
」
の
よ
う
に
、
自
然
な
形
で
句
中
對
が
使
わ
れ
、
さ
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ら
に
「
林
下
高
橋0

・
橋0

上
亭
」「
足
疾

0

0

（
詩
題
）・
足
疾

0

0

無
加
亦
不
瘳
」

「
應
須
學
取
・
陶
彭
澤
、
但
委
心
形
任
去
留
」
の
如
く
、
字
と
字
、

語
と
語
、
句
と
句
を
滑
ら
か
に
繋
い
で
い
く
連
鎖
法
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
修
辭
の
工
夫
は
、
閑
適
の
詩
想
を
背
後
か
ら
支
え

な
が
ら
、
非
常
に
白
居
易
的
な
七
言
律
詩
を
生
み
出
す
原
動
力
と
も

な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
七
律
と
詩
材
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
て
き
た

が
、
最
後
の
そ
し
て
最
も
肝
腎
な
論
點
は
、
七
律
と
詩
法
の
問
題
で

あ
ろ
う
。
特
に
律
詩
の
生
命
線
と
考
え
ら
れ
る
句
法
句
式
の
分
析
が

關
鍵
と
な
る
。
白
氏
七
律
に
認
め
ら
れ
る
第
一
の
著
し
い
性
格
は
、

對
偶
を
規
定
の
中
間
二
聯
に
の
み
限
定
せ
ず
、
前
後
四
句
に
ま
で
積

極
的
に
擴
大
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
四
聯
八
句
の
完
全
な

る
全
對
格
例
は
極
端
に
少
な
い
も
の
の）

₁₃
（

、
居
易
は
樣
々
な
對
偶
表
現

を
隨
所
で
試
み
て
い
る
。
例
え
ば
七
言
律
詩
五
六
八
首
の
對
句
構
成

に
お
い
て
、
頷
聯
頸
聯
の
み
對
句
を
取
る
標
準
型
と
、
首
聯
尾
聯
に

ま
で
對
句
を
取
る
擴
張
型
の
割
合
が
、
凡
そ
二
對
一
と
な
っ
て
い
る

事
實
は
、
そ
の
わ
か
り
や
す
い
證
左
で
あ
る
。
律
詩
の
散
句
部
分
に

ま
で
對
偶
表
現
を
順
次
増
加
さ
せ
て
い
く
創
作
傾
向
は
、
標
準
型

四
十
五
例
以
上
、
擴
張
型
三
十
四
例
以
上
に
達
し
て
お
り
、
相
當
に

強
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
對
偶
の
種
類
も
、
二
句
一
義
の
流
水

對
や
多
種
多
樣
な
句
中
對
が
精
力
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

は
確
か
に
白
居
易
風
の
七
言
律
詩
の
世
界
が
顯
現
し
て
い
る
。
典
型

的
な
作
品
五
首
を
掲
示
し
て
み
る
。

　

⑬ 

「
溪
嵐
漠
漠
樹
重
重

0

0

0

0

0

0

0

、
水
檻
山
窓

0

0

0

0

次
第
逢
。
晩
葉
尚
開
紅
躑

躅
、
秋
房
初
結
白
芙
蓉
。
聲
來
枕
上
千
年
鶴
、
影
落
杯
中
五
老

峯
。
更
媿
殷
勤
留
客
意
、
魚
鮮
飯
細
酒
香
濃

0

0

0

0

0

0

0

。」（「
題
元
八
谿
居
」

〔
0941
〕）。

　

⑭ 

「
星
河
耿
耿
漏
緜
緜

0

0

0

0

0

0

0

、
月
暗
燈
微
欲
曙
天
。
轉
枕
頻
伸
書
帳
下
、

披
裘
箕
踞
火
爐
前
。
老
眠
早
覺
常
殘
夜
、
病
力
先
衰
不
待
年
。

五
欲
已
銷
諸
念
息

0

0

0

0

0

0

0

、
世
間
無
境
可
勾
牽
。」（「
睡
覺
」〔
2911
〕）。

　

⑮ 

「
紫
衫
朝
士
白
髯
翁

0

0

0

0

0

0

0

、
與
俗
乖
踈
與
道

0

0

0

0

0

0

通0

。）
₁₄
（

官
秩
三
迴
分
洛
下
、

交
遊
一
半
在
僧
中
。
臭
帤
世
界
終
須
出
、
香
火
因
縁
久
願
同
。

齋
後
將
何
充
供
養
、
西
軒
泉
石
北
窓
風

0

0

0

0

0

0

0

。」（「
喜
照
密
閑
實
四
上

人
見
過
」〔
3076
〕）。

　

⑯ 

「
妓
房
匣
鏡
滿
紅
埃
、
酒
庫
封
瓶
正
緑
苔
。
居
士
爾
時
縁
護
戒
、

車
公
何
事
亦
停
盃
。
散0

齋
香
火
今
朝
散0

、
開0

素
盤
莚
後
日
開0

。

隨
意
往
還
君
莫
恠
、
坐
禪
僧
去
飮
徒
來
。」（「
五
月
齋
戒
、
罷
宴

徹
樂
。
聞
韋
賓
客
皇
甫
郎
中
飮
會
亦
稀
。
又
知
欲
携
酒
饌
出
齋
、
先
以

長
句
呈
謝
」（〔
3212
〕）。
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⑰ 

「
閑
泊
池
舟
靜
掩
扉

0

0

0

0

0

0

0

、
老
身
慵
出
客
來
稀

0

0

0

0

0

0

0

。
愁
因
暮
雨
留
教

住
、
春
被
殘
鸎
喚
遣
歸
。
掲
甕
偸
嘗
新
熟
酒
、
開
箱
試
著
舊
生

衣
。
冬
裘
夏
葛
相
催
促
、
垂
老
光
陰
速
似
飛
。」（「
閑
居
春
盡
」

〔
3262
〕）。

　

傍
點
部
に
見
ら
れ
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
・
色
彩
・
數
字
・
方
角
を
含
ん

だ
句
中
對
と
流
水
對
の
併
用
は
、
詩
律
の
拘
束
を
微
塵
も
感
じ
さ

せ
な
い
句
式
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
⑯
の
五
六
句
目
に
到
っ
て

は
、
冒
頭
と
末
尾
の
各
々
に
「
散
」
と
「
開
」
を
配
置
し
、
連
鎖
し

循
環
し
て
い
く
詩
的
心
象
を
も
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
⑮
の
如
く

首
聯
に
流
水
對
を
使
う
詩
篇
に
「
村
居
寄
張
殷
衡
」〔
0785
〕「
鏡
換

盃
」〔
2631
〕「
自
詠
」〔
3089
〕「
老
病
相
仍
、
以
詩
自
解
」〔
3440
〕「
寄
題

廬
山
舊
草
堂
、
兼
呈
二
林
寺
道
侶
」〔
3472
〕「
開
龍
門
八
節
石
灘
詩
二

首
并
序
其
二
」〔
3626
〕
…
…
が
あ
り
、
尾
聯
に
流
水
對
を
用
い
る
作

品
に
「
覽
盧
子
蒙
侍
御
舊
詩
、
多
與
微
之
唱
和
、
感
今
傷
昔
、
因
贈

子
蒙
、
題
於
卷
後
」〔
3558
〕「
得
潮
州
楊
相
公
繼
之
書
并
詩
、
以
此
寄

之
」〔
3633
〕
…
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
對
句
技
法
は
白
居
易

に
と
っ
て
、
意
圖
的
か
つ
確
信
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
對
句
技
巧
に
か
け
る
白
居
易
の
創
意
工
夫
は
、
句
と
聯
に
施
さ

れ
る
對
偶
表
現
の
變
相
（variant

）
に
も
現
れ
て
い
る
。
對
偶
技
法

こ
そ
は
、
こ
の
詩
人
が
生
涯
を
掛
け
て
追
究
し
續
け
た
窮
極
の
修
辭

で
あ
っ
た
と
判
斷
さ
れ
よ
う
。
確
認
で
き
た
全
て
の
作
例
を
紹
介
し

て
み
る
。
以
下
參
考
ま
で
に
制
作
時
の
年
令
も
付
す
。

　

⑱ 

「
昔
年
八
月
十
五
夜
、曲
江
池
畔
杏
園
邊
。
今
年
八
月
十
五
夜
、

湓
浦
沙
頭
水
館
前
。
西
北
望
郷
何
處
是
、
東
南
見
月
幾
迴
圓
。

臨
風
一
歎
無
人
會
、
今
夜
清
光
似
往
年
。」（「
八
月
十
五
日
夜
、

湓
亭
望
月
」〔
1069
〕、
四
十
七
歳
）。

　

⑲ 

「
可
惜
鸎
啼
落
花
處
、
一
壺
濁
酒
送
殘
春
。
可
憐
月
好
風
涼
夜
、

一
部
清
商
伴
老
身
。
飽
食
安
眠
消
日
月
、
閑
淡
冷
笑
接
交
親
。

誰
知
將
相
王
侯
外
、
別
有
優
游
快
活
人
。」（「
快
活
」〔
2684
〕、

六
十
一
歳
）。

　

⑳ 

「
掩
戸
下
簾
朝
睡
足
、
一
聲
黄
鳥
報
殘
春
。
披
衣
岸
幘
日
高
起
、

兩
角
青
衣
扶
老
身
。
策
杖
強
行
過
里
巷
、
引
盃
閑
酌
伴
親
賓
。

莫
言
病
後
妨
談
笑
、
猶
恐
多
於
不
病
人
。」（「
殘
春
晩
起
、
伴
客

笑
談
」〔
3443
〕、
六
十
九
歳
）。

　

㉑ 

「
鐵
鑿
金
鎚
殷
若
雷
、
八
灘
九
石
劔
稜
摧
。
竹
篙
桂
檝
飛
如
箭
、

百
筏
千
艘
魚
貫
來
。
振
錫
導
師
憑
衆
力
、
揮
金
退
傅
施
家
財
。

他
時
相
逐
西
方
去
、
莫
慮
塵
沙
路
不
開
。」（「
開
龍
門
八
節
石
灘

詩
二
首
并
序
其
一
」〔
3625
〕、
七
十
三
歳
）。
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何
れ
も
首
聯
（
一
・
二
）
と
頷
聯
（
三
・
四
）
が
、
相
互
に
對
偶
を
採

る
特
殊
な
句
式
で
あ
り
、
平
易
暢
達
な
言
語
運
用
、
印
象
深
い
數
字

表
現
、
鮮
明
な
詩
的
心
象
な
ど
、
白
居
易
後
半
生
の
詩
風
を
よ
く
傳

え
て
い
る
。
と
り
わ
け
七
十
三
歳
に
洛
陽
で
作
ら
れ
た
「
開
龍
門
八

節
石
灘
詩
二
首
」〔
3625
〜
3626
〕
の
連
作
で
は
、「
其
一
」「
其
二
」
と

も
ど
も
斬
新
な
隔
句
對
と
流
水
對
を
併
用
し
て
お
り
、
白
氏
七
律
論

に
お
い
て
特
別
な
意
味
を
有
す
る
。
死
に
到
る
最
晩
年
ま
で
、
對
句

法
に
對
す
る
強
い
拘
泥
が
垣
間
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
對
偶
形
式
の
擴
張
と
竝
ぶ
第
二
の
際
立
っ
た
性
質
は
、

ま
る
で
文
字
鎖
の
よ
う
に
言
葉
と
言
葉
を
結
び
付
け
、
韻
律
と
心
象

を
輕
や
か
に
繋
い
で
い
く
連
鎖
の
技
法
で
あ
る
。
一
般
に
蝉
聯
體
と

も
頂
眞
格
と
も
呼
ば
れ
る
修
辭
は
、
古
體
詩
を
中
心
に
し
て
白
詩
全

體
に
遍
く
認
め
ら
れ
る
が
、
近
體
詩
の
領
域
で
も
注
目
す
べ
き
效
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。
七
言
律
詩
に
絞
っ
て
、
そ
の
全
用
例
を
表
示

す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

 

○
詩
題
本
文
で
繋
ぐ
例
（
〜
宴
宴
〜
・
〜
州
州
〜
・
〜
相
公
相
公
〜
）

○
詩
題
と
第
一
句
を
繋
ぐ
例
（
〜
望
、
望
〜
・
〜
湖
上
、
湖
上
〜
・

吾
廬
、
吾
廬
〜
・
〜
晩
歸
、
晩
歸
〜
・
小
舫
、
小
舫
〜
・
自
喜
、
自
喜

〜
・
〜
相
公
、
相
公
〜
・
足
疾
、
足
疾
〜
・
〜
少
年
、
少
年
〜
・
〜
天
津

橋
、
津
橋
〜
・
紫
薇
花
、
紫
薇
花
〜
・
不
出
門
、
不
出
門
〜
・
餘
杭
形
勝
、

餘
杭
形
勝
〜
・
〜
陝
西
〜
司
馬
〜
、
陝
西
司
馬
〜
・
老
來
生
計
、
老
來
生

計
〜
・
履
道
西
門
二
首
、
履
道
西
門
〜
・
早
服
雲
母
散
、
曉
服
雲
英
〜
・

〜
開
成
五
年
三
月
三
十
日
作
（
詩
題
下
自
注
部
分
）、
五
年
三
月
〜
・
〜

勸
買
東
鄰
王
家
宅
、
勸
君
買
取
東
鄰
宅
）
○
詩
題
と
第
八
句
を
繋
ぐ

例
（
〜
閑
遊
、
閑
遊
〜
）
○
一
句
で
一
字
を
繋
ぐ
例
（
〜
病
病
〜
病）
₁₅
（

〜
・
〜
爾
爾
〜
・
〜
鶴
鶴
〜
・
〜
橋
橋
〜
・
〜
君
君
〜
・
〜
禪
禪
〜
・
〜

年
年
〜
・
〜
日
日
〜
）
○
一
句
で
二
字
を
繋
ぐ
例
（
〜
江
曲
曲
江
〜
）

○
二
句
で
一
字
を
繋
ぐ
例
（
〜
州
、
州
〜
・
〜
幻
、
幻
〜
・
〜
身
、

身
〜
・
〜
興
、
興
〜
・
〜
夢
、
夢
〜
・
〜
日
、
日
〜
・
〜
醉
、
醉
〜
・
〜

卷
、
卷
〜
）
○
二
句
で
二
字
を
繋
ぐ
例
（
〜
湖
上
、
湖
上
〜
、
〜
此

湖
）
○
二
句
で
四
字
を
繋
ぐ
例
（
〜
呼
作
散
仙
、
呼
作
散
仙
〜
）
○

變
則
で
繋
ぐ
例
（
〜
衣
〜
衣
・
漸
〜
漸
〜
・
〜
轉
〜
轉
〜
・
〜
有
〜
有

〜
・
〜
無
〜
無
〜
・
〜
病
〜
病
〜
・
貧
〜
貧
・
〜
相
〜
相
・
言
〜
言
〜
・

夢
〜
夢
〜
・
不
〜
不
〜
・
一
〜
一
〜
・
〜
才
〜
不
才
〜
・
〜
頻
〜
頻
・
同

〜
同
〜
同
〜
・
〜
同
〜
不
同
・
〜
無
餘
〜
有
餘
・
〜
好
、
〜
好
〜
・
〜
取
、

〜
取
〜
・
〜
雪
〜
、
雪
〜
・
〜
夢
〜
、
〜
夢
〜
・
〜
折
、
〜
折
〜
・
〜
如

〜
如
〜
・
〜
報
〜
、
〜
報
〜
・
兩
人
〜
兩
人
〜
・
一
年
〜
一
年
〜
・
龍
門

〜
舊
龍
門
・
在
家
出
家
・
〜
不
出
家
〜
出
家
・
〜
道
士
〜
道
士
・
不
似
〜

似
〜
・
〜
湖
中
、
〜
湖
心
・
〜
事
〜
了
、
〜
事
了
〜
・
〜
三
〜
、
〜
一
〜
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兩
〜
・
〜
三
人
、
二
〜
一
〜
・
不
羨
〜
羨
〜
幕
、
幕
〜
・
散
〜
散
、
開
〜

開
・
〜
粗
有
、
粗
歌
〜
・
〜
未
及
問
〜
、
先
問
〜
・
認
春
〜
、
認
得
〜
・

吾
土
、
〜
吾
土
・
醉
吟
、
醉
〜
・
濁
〜
清
〜
、
高
〜
低
〜
・
四
年
春
〜
、

〜
第
四
春
・
日
高
卧
、
〜
日
高
卧
・
二
月
五
日
〜
二
月
五
日
〜
・
三
月
三

日
、
〜
三
月
初
三
日
・
南
龍
興
寺
、
南
龍
興
寺
〜
・
〜
公
主
舊
宅
、
平
陽

公
主
〜
）。

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
連
鎖
表
現
が
七
言
律
詩
の
隅
々
ま
で

浸
透
し
て
い
る
。
殊
に
變
則
的
に
字
句
を
列
ね
て
い
く
作
例
の
多
さ

が
注
意
さ
れ
よ
う
。
蝉
聯
體
の
主
要
機
能
で
あ
る
連
接
・
流
動
・
重

複
・
對
照
・
強
調
・
轉
換
・
收
斂）

₁₆
（

は
、
古
體
詩
ば
か
り
で
な
く
七
律

詩
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
連
鎖
技
法
は
、

嚴
密
な
詩
律
の
統
制
に
よ
っ
て
安
定
し
た
作
品
の
内
に
、
あ
る
種
の

動
き
や
流
れ
や
移
ろ
い
と
い
う
變
化
を
齎
す
の
で
あ
る
。
總
じ
て
白

居
易
七
律
に
は
、
對
偶
と
連
鎖
と
い
う
對
照
的
な
二
つ
の
表
現
要
素

が
併
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
修
辭
を
極
限
ま
で
盛
り
込
ん
だ
詩
篇

に
、
例
え
ば
以
下
の
三
首
が
あ
る
。
何
れ
も
五
十
代
か
ら
六
十
代
に

洛
陽
で
詠
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

㉒ 

「
輕
衣
穩
馬
槐
陰
路
、
漸0

近
東
來
漸0

少
塵
。
耳
閙
久
憎
聞
俗
事
、

眼
明
初
喜
見
閑
人
。
昔
曾
對
承
華
相
、
今
復
連
爲
博
望
賓
。
始

信
淡
交
宜
久
遠
、
與
君
轉0

老
轉0

相
親
。」（「
贈
皇
甫
賓
客
」〔
2724
〕、

五
十
八
歳
）。

　

㉓ 

「
非0

莊
非0

宅
非0

蘭
若
、
竹
樹
池
亭
十
畝
餘
。
非0

道
非0

僧
非0

俗
吏
、

褐
裘
烏
帽
閉
門
居
。
夢
遊
信
意
寧
殊
蝶
、
心
樂
身
閑
便
是
魚
。

雖
未
定
知
生
與
死
、
其
間
勝
負
兩
何
如
。」（「
池
上
閑
吟
二
首
其
二
」

〔
3114
〕、
六
十
三
歳
）。

　

㉔ 

「
須
知
諸
相0

皆
非
相0

、
若
住
無
餘0

却
有
餘0

。
言0

下
忘
言0

一
時
了
、

夢0

中
説
夢0

兩
重
虚
。
空
花
豈
得
兼
求
果
、
楊
焰
如
何
更
覓
魚
。

攝
動0

是
禪
禪

0

0

是
動0

、
不
禪0

不
動0

即
如
如
。」（「
讀
禪
經
」〔
3154
〕、

六
十
三
歳
）。

　

こ
こ
で
は
散
句
部
分
（
一・
二・
七・
八
）
に
ま
で
、
同
一
文
字
を
重
出

さ
せ
、
隔
句
對
や
句
中
對
な
ど
の
各
種
對
偶
表
現
が
飽
和
的
に
試
行

さ
れ
て
い
る
。
對
偶
と
連
鎖
の
相
乘
作
用
に
よ
っ
て
、
一
首
全
體
が
獨

特
の
韻
律
や
心
象
を
作
り
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。
正
統
の
七
律
と

大
き
く
乖
離
す
る
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
文
字
通
り
典
型
の
破
壞
で
あ

り
、
新
相
の
開
拓
で
も
あ
っ
た
と
判
斷
さ
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に
詩
的
言
語
を
相
互
に
連
動
さ
せ
て
い
く
手

法
は
、
㉒
㉓
の
尾
聯
「
始
信
・
淡
交
宜
久
遠
、
與
君
轉
老
轉
相
親
」
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「
雖
未
・
定
知
生
與
死
、
其
間
勝
負
兩
何
如
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。

文
意
を
一
句
内
で
完
結
さ
せ
ず
、
次
句
に
ま
で
伸
ば
し
繋
げ
て
い
く

詠
法
は
、
蝉
聯
體
や
流
水
對
の
多
用
と
竝
ん
で
、
白
氏
七
律
の
著
し

い
特
徴
で
あ
る
。
彼
の
七
律
で
は
局
所
的
に
、
動
き
や
變
化
が
新
た

に
加
味
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
そ
の
よ
う
な
七
律
尾
聯
の
用
例

を
擧
げ
て
み
る
。

　

 「
不
寄
他
人
先
寄
我
、
應
縁
我
是
別
茶
人
」「
銀
印
可
憐
將
底

用
、
只
堪
歸
舍
嚇
妻
兒
」「
除
却
髭
鬚
白
一
色
、
其
餘
未
伏
少
年

郎
」「
十
隻
畫
船
何
處
宿
、
洞
庭
山
脚
太
湖
心
」「
自
歎
花
時
北
窓

下
、
蒲
黄
酒
對
病
眠
人
」「
快
活
不
知
如
我
者
、
人
間
能
有
幾
多

人
」「
儻
年
七
十
猶
強
健
、
尚
得
閑
行
十
五
春
」「
何
事
同
生
壬
子

歳
、
老
於
崔
相
及
劉
郎
」「
勞
働
故
人
龐
閣
老
、
提
魚
攜
酒
遠
相

尋
」「
若
使
至
今
黄
綺
在
、
聞
吾
此
語
亦
分
司
」「
誰
知
將
相
王
侯

外
、
別
有
優
游
快
活
人
」「
同
年
同
病
同
心
事
、
除
却
蘇
州
更
是

誰
」「
我
有
一
言
君
記
取
、
世
間
自
取
苦
人
多
」「
始
知
洛
下
分
司

坐
、
一
日
安
閑
直
萬
金
」「
爲
報
阿
連
寒
食
下
、
與
吾
釀
酒
掃
柴

扉
」「
最
恨
潑
醅
新
熟
酒
、
迎
冬
不
得
共
君
嘗
」「
應
須
繩
墨
機
關

外
、
安
置
踈
愚
鈍
滯
身
」「
最
感
一
行
絶
筆
字
、
尚
言
千
萬
樂
天

君
」「
頼
有
銷
憂
治
悶
藥
、
君
家
濃
酎
我
狂
歌
」「
舊
語
相
傳
聊
自

慰
、
世
間
七
十
老
人
稀）

₁₇
（

」「
大
歴
年
中
騎
竹
馬
、
幾
人
得
見
會
昌

春
」「
禽
魚
出
得
池
籠
後
、
縱
有
人
呼
可
更
迴
」「
料
得
此
身
終
老

處
、
只
應
林
下
與
灘
頭
」
…
…
（
そ
の
他
多
數
）。

　

作
者
の
含
意
を
終
末
二
句
一
聯
で
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
種
の
句
式
例
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
。
自
問
自
答
と
も
言
う
べ
き

問
答
體
、「
將
底
」「
何
處
」「
幾
多
」「
何
事
」「
誰
」
な
ど
の
疑
問

詞
、「
除
却
〜
其
餘
（
更
是
）〜
」「
儻
〜
尚
〜
」「
若
使
〜
亦
〜
」「
料

理
〜
只
應
〜
」
と
い
っ
た
慣
用
語
は
、
詩
的
心
象
を
上
句
（
出
句
）

に
の
み
封
印
せ
ず
、
下
句
（
落
句
）
へ
と
流
動
し
屈
折
さ
せ
る
機
能

を
果
し
て
い
る
。
中
國
古
典
文
學
に
お
け
る
言
語
藝
術
に
あ
っ
て
、

七
言
律
詩
こ
そ
は
對
偶
觀
念
の
極
致
を
具
現
し
表
象
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
白
居
易
に
な
る
そ
れ
は
、
對
偶
及
び
連
鎖
の
絶
妙
な

力
學
―
釣
り
合
い
―
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る）
₁₈
（

。
詩
聖
杜
甫
の
七

律
が
一
首
全
體
の
搖
る
ぎ
な
い
精
緻
な
對
偶
性
を
求
め
て
作
ら
れ
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば）

₁₉
（

、
白
居
易
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
異
な
る
獨
自

の
七
律
を
創
成
し
た
と
言
え
る
。
白
居
易
の
七
言
律
詩
は
、
對
偶
を

可
能
な
限
り
増
殖
さ
せ
、
な
お
か
つ
淀
み
無
く
流
れ
る
連
鎖
を
も
組

み
込
む
の
で
あ
る
。
明
の
胡
應
麟
が
「
一
格
」「
一
變
」
と
評
し
た

所
以
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
創
作
傾
向
は
、
仕
官
左
遷
の
前
半
生
よ
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り
も
、
外
任
吏
隱
の
後
半
生
に
あ
っ
て
一
層
著
し
い
。

〔四〕
　
結
語

　

本
論
考
で
は
第
一
節
か
ら
第
三
節
ま
で
、
白
氏
七
律
五
六
八
首
の

特
色
と
傾
向
に
つ
い
て
、
詩
評
・
詩
數
・
詩
材
・
詩
跡
・
詩
想
・
詩

法
の
六
つ
の
觀
點
か
ら
、
系
統
的
な
分
析
と
檢
討
を
試
み
て
き
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
居
易
の
七
律
は
對
偶
と
連
鎖
へ
の
志
向
性
が
特

に
強
く
、
本
來
的
に
は
機
能
を
異
に
す
る
こ
の
二
つ
の
修
辭
を
同
時

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
他
の
詩
人
に
は
無
い
獨
自
の
詩
情
や
詩
境
を

形
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
總
じ
て
對
偶
表
現
は
、
安
定
・

調
和
・
固
定
・
完
結
・
重
厚
…
…
な
ど
の
心
象
を
生
み
や
す
く
、
ま

た
連
鎖
表
現
は
、
流
動
・
變
化
・
搖
曳
・
連
結
・
輕
快
…
…
な
ど
の

心
象
を
作
り
や
す
い
。
こ
の
相
反
す
る
修
辭
技
法
の
矛
盾
無
き
併
存

こ
そ
は
、
白
居
易
の
七
律
を
七
律
た
ら
し
め
る
最
大
の
要
因
で
あ

る
。
そ
し
て
「
白
俗
」
と
も
評
さ
れ
る
平
易
暢
達
な
言
語
の
使
用

は
、
そ
れ
ら
を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
る
。

　

こ
の
世
の
森
羅
萬
象
を
對
偶
的
複
眼
的
に
捉
え
る
こ
と
、
そ
の
思

考
や
感
性
は
お
そ
ら
く
、
樂
天
知
命
・
知
足
安
分
・
安
心
立
命
な
ど

の
諸
語
に
象
徴
さ
れ
る
處
世
觀
、
儒
佛
道
三
教
信
仰
の
葛
藤
無
き
調

和
、
變
轉
す
る
長
安
政
界
で
の
複
雜
な
人
間
關
係
へ
の
對
應
な
ど
に

ま
で
、
廣
く
深
く
通
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
恰
も

鎖
を
連
ね
る
如
く
自
在
に
言
葉
と
言
葉
を
繋
げ
、
動
き
や
變
化
に
過

感
な
そ
の
言
語
感
覺
は
、
移
ろ
う
時
間
や
變
わ
り
ゆ
く
身
體
に
對
す

る
纖
細
な
反
應
、
止
水
よ
り
は
む
し
ろ
流
水
や
瀬
音
に
向
け
ら
れ
る

愛
着
、
琴
瑟
や
琵
琶
に
代
表
さ
れ
る
弦
樂
器
へ
の
強
い
嗜
好
な
ど
と

も
、
決
し
て
無
關
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
停
滯
と
固

着
と
平
板
は
、
白
居
易
詩
か
ら
最
も
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
思
考
は
文
體
を
生
み
、
文
體
は
思
考
を
導
く
。
白
居

易
と
七
言
律
詩
の
親
和
性
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が

相
應
し
い
。

注（
１ 

） 

合
計
十
三
回
に
及
ぶ
『
白
氏
文
集
』
編
纂
過
程
と
そ
の
意
義
に
つ
い

て
は
、『
白
居
易
研
究　

閑
適
の
詩
想
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
十

月
）
第
十
一
章
、
香
山
寺
と
白
氏
文
集
―
閑
適
の
完
成
、
〔四〕
白
居
易
に

お
け
る
白
氏
文
集
で
詳
し
く
論
じ
た
。

（
２
） 「
其
與
趙
十
五
論
詩
書
云
、
嘗
謂
古
詩
難
於
律
詩
、
五
言
律
難
於
七
言

律
、
杜
詩
七
律
、
罕
不
奇
妙
者
、
至
五
言
、
平
率
高
古
、
遂
已
參
半
、

惟
王
孟
五
律
妙
於
七
言
、
殆
有
天
授
。
…
…
七
言
律
渾
堅
沈
鷙
中
易
暢

易
動
、
纔
縮
二
字
、
暢
則
不
堅
、
動
斯
未
沈
、
不
動
不
暢
、
又
涉
平
板
。

今
使
縮
長
句
爲
短
句
難
、
展
短
句
爲
長
句
易
。
是
以
從
後
人
而
觀
則
歐

蘇
流
暢
於
韓
柳
、
韓
柳
流
暢
於
史
漢
、
史
漢
流
暢
於
左
氏
、
左
氏
流
暢
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於
尚
書
。」（
清
・
呉
騫
『
拜
經
樓
詩
話
』
卷
一
所
收
の
曾
異
撰
の
説
）。

（
３
） 「
律
詩
難
於
古
詩
、
絶
句
難
於
八
句
、
七
言
律
詩
難
於
五
言
律
詩
、
五

言
律
詩
難
於
七
言
絶
句
」
と
す
る
嚴
羽
の
主
張
に
據
れ
ば
、
詩
型
は
古

詩
・
五
律
・
七
律
・
七
絶
・
五
絶
の
順
に
難
化
す
る
。
類
似
し
た
意
見

と
し
て
は
清
の
施
補
華
『
峴
傭
説
詩
』
に
、「
學
詩
須
從
五
律
起
、
進
之

可
爲
五
古
、
充
之
可
爲
七
律
、
截
之
可
爲
五
絶
、
充
而
截
之
可
爲
七
絶
」

と
あ
り
、
暗
に
律
詩
よ
り
も
絶
句
の
難
作
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か

し
全
體
的
な
視
點
に
立
つ
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
見
解
は
や
は
り
少
數
派

に
屬
す
る
と
判
斷
さ
れ
る
。『
滄
浪
詩
話
』
は
、
七
律
が
一
番
難
作
で
あ

る
と
は
説
い
て
い
な
い
が
、
五
律
よ
り
も
そ
し
て
古
詩
よ
り
も
難
し
い

と
述
べ
る
の
で
引
用
し
て
い
る
。

（
４
） 

こ
の
點
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
木
正
一
『
六
朝
唐
詩
論
考
』（
創
文

社
、
一
九
九
九
年
九
月
）
第
一
部
、
律
詩
の
形
成
と
完
成
、
（二）
景
龍
の

宮
廷
詩
壇
と
七
言
律
詩
の
完
成
、
（三）
杜
甫
と
七
言
律
詩
の
完
成
を
參
照
。

（
５
） 

念
の
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
白
居
易
の
七
言
律
詩
に
つ
い
て
、
否
定

的
評
價
を
下
す
事
例
が
無
い
譯
で
は
な
い
。
例
え
ば
該
書
が
紹
介
す
る

清
の
紀
昀
の
評
定
は
、「
野
俚
」「
率
易
」「
太
淺
」「
太
盡
」「
太
鄙
」「
淺

薄
」「
敷
衍
」「
滑
調
」「
粗
鄙
」「
鄙
俚
」「
凡
猥
」「
尤
俚
」「
打
油
」
と

な
っ
て
い
る
。「
白
俗
」
こ
そ
が
白
氏
七
律
の
眞
骨
頂
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
紀
昀
の
理
想
と
す
る
そ
れ
と
は
、
明
ら
か
に
大
き
く
掛
け
離
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
６
） 

例
え
ば
白
氏
が
製
作
し
た
五
言
排
律
は
一
六
七
首
、
七
言
排
律
は

二
十
七
首
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
） 

參
考
ま
で
に
言
え
ば
、
白
氏
七
律
に
お
け
る
完
全
な
拗
體
詩
は
、「
南

浦
歳
暮
對
酒
、
送
王
十
五
歸
京
」〔
0957
〕「
江
亭
翫
春
」〔
1286
〕「
二
月
五

日
花
下
作
」〔
1358
〕「
醉
中
詶
殷
協
律
」〔
1368
〕「
題
川
北
路
傍
老
柳
樹
」

〔
1393
〕「
欲
到
東
洛
、
得
楊
使
君
書
、
因
以
此
報
」〔
2366
〕「
和
劉
郎
中

學
士
題
集
賢
閣
」〔
2641
〕「
夜
招
晦
叔
」〔
2708
〕「
題
崔
常
侍
濟
上
別
墅
」

〔
2801
〕「
藍
田
劉
明
府
攜
酎
相
過
、
與
皇
甫
郎
中
卯
時
同
飮
、
醉
後
贈
之
」

〔
3107
〕「
春
夜
宴
席
上
、
戲
贈
裴
淄
州
」〔
3309
〕「
開
龍
門
八
節
石
灘
詩
二

首
并
序
其
一
」〔
3625
〕
の
十
二
首
が
指
摘
で
き
る
。
制
作
時
期
が
長
慶
年

間
（
五
首
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

（
８
） 

具
體
的
な
作
品
に
つ
い
て
は
、
花
房
英
樹
『
元
稹
研
究
』（
彙
文
堂
書

店
、
一
九
七
七
年
三
月
）
お
よ
び
柴
格
朗
譯
注
『
劉
白
唱
和
集
（
全
）』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
を
參
照
。

（
９
） 

因
み
に
元
稹
の
詩
歌
―
特
に
律
詩
―
に
對
す
る
白
居
易
の
高
い
評
價

は
、「
放
言
五
首
并
序
」〔
0892
〜
0897
〕「
江
樓
夜
吟
元
九
律
詩
成
三
十
韻
」

〔
1009
〕「
和
微
之
詩
二
十
三
首
其
十
、
和
寄
問
劉
白
」〔
2259
〕
の
記
述
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
元
稹
以
外
で
律
詩
の
名
手
と
認
識
さ
れ
た
者

と
し
て
は
、
盧
拱
・
楊
巨
源
・
杜
元
穎
の
三
人
が
擧
げ
ら
れ
る
。
詳
し

く
は
「
與
元
九
書
」〔
1486
〕
お
よ
び
「
作
以
拙
詩
十
首
、
寄
西
川
杜
相
公
、

相
公
亦
以
新
作
十
首
惠
然
報
示
。
首
數
雖
等
、
工
拙
不
倫
。
重
以
一
章
、

用
伸
答
謝
」〔
2635
〕
を
參
照
。

（
10
） 

數
少
な
い
例
外
と
し
て
は
、
呉
元
濟
の
反
亂
を
述
べ
る
「
元
和
十
三

年
、
淮
寇
未
平
。
詔
停
歳
仗
。
憤
然
有
感
、
率
爾
成
章
」〔
0960
〕、
甘
露

の
變
を
詠
う
「
九
年
十
一
月
二
十
一
日
、
感
事
而
作
」〔
3228
〕
が
指
摘
で

き
る
。

（
11
） 

白
居
易
と
西
湖
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
植
木
久
行
編
『
中
國
詩
跡
事
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白
居
易
七
言
律
詩
考
（
埋
田
）

典　

漢
詩
の
歌
枕
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
の
〔
西
湖
〕

（
三
〇
一
〜
三
〇
三
頁
）〈
植
木
久
行
執
筆
〉
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
「
い
わ
ば
白
居
易
こ
そ
が
、
實
際
の
西
湖
の
景
觀
と
詩
中
の

西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
一
手
に
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
」「
杭
州
の
西
に

廣
が
る
湖
を
〝
西
湖
〞
と
呼
ん
だ
の
は
、
文
獻
上
、
白
居
易
が
最
初
で

あ
る
。
…
…
そ
の
呼
稱
の
固
定
化
も
白
居
易
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
」

と
指
摘
す
る
。

（
12
） 

極
め
て
説
理
性
の
強
い
七
律
詩
と
し
て
は
、「
吉
凶
禍
福
有
來
由
、
但

要
深
知
不
要
憂
。
只
見
火
光
燒
潤
屋
、
不
聞
風
浪
覆
虚
舟
。
名
爲
公
器

無
多
取
、
利
是
身
灾
合
少
求
。
雖
異
匏
瓜
難
不
食
、
大
都
食
足
早
宜
休
。」

（「
感
興
二
首
其
一
」〔
3155
〕）「
魚
能
深
入
寧
憂
釣
、
鳥
解
高
飛
豈
觸
羅
。

熱
處
先
爭
灸
手
去
、
悔
時
其
奈
噬
臍
何
。
樽
前
誘
得
猩
猩
血
、
幕
上
偸

安
燕
燕
窼
。
我
有
一
言
君
記
取
、
世
間
自
取
苦
人
多
。」（「
同
前
其
二
」

〔
3156
〕）
の
連
作
が
擧
げ
ら
れ
る
。

（
13
） 

全
對
格
の
典
型
と
し
て
は
、「
百
千
萬
劫
菩
提
種
、
八
十
三
年
功
徳
林
。

若
不
秉
持
僧
行
苦
、
將
何
報
答
佛
恩
深
。
慈
悲
不
瞬
諸
天
眼
、
清
淨
無

塵
幾
地
心
。
毎
歳
八
關
蒙
九
授
、
慇
懃
一
戒
重
千
金
。」（「
贈
僧
五
首
其

一
、
鉢
塔
院
如
大
師
」〔
2804
〕）
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
四
聯
に
可
能
な

限
り
對
句
を
充
填
す
る
作
例
に
「
昨
日
三
川
新
罷
守
、
今
年
四
皓
盡
分

司
。
幸
陪
散
秩
同
居
日
、
好
是
登
山
臨
水
時
。
家
未
若
貧
常
醞
酒
、
身

雖
衰
病
尚
吟
詩
。
龍
門
泉
石
香
山
月
、
早
晩
同
遊
報
一
期
。」（「
贈
皇
甫

六
張
十
五
李
二
十
三
賓
客
」）〔
3077
〕
が
あ
る
。

（
14
） 

首
聯
が
類
似
し
た
句
式
を
採
る
も
の
に
、「
白
衣
居
士
紫
芝
仙
、
半
醉

行
歌
半
坐
禪
。
…
…
」（「
自
詠
」〔
3089
〕）
が
あ
る
。

（
15
） 

本
詩
の
詩
題
も
「
病0

中
對
病0

鶴
」〔
1337
〕
に
作
っ
て
い
る
。
同
一
字
の

重
出
は
、
白
氏
七
律
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
杜
甫
七
律
に
は
殆
ど
認

め
ら
れ
な
い
だ
け
に
留
意
さ
れ
よ
う
。

（
16
） 

蝉
聯
體
が
持
つ
複
數
の
表
現
機
能
に
つ
い
て
は
、
小
稿
「
白
居
易
詩

に
お
け
る
連
鎖
表
現
」（『
中
國
古
籍
文
化
研
究　

稻
畑
耕
一
郎
教
授
退

休
記
念
論
集
上
・
下
』〔
全
二
册
〕、
早
稻
田
大
學
中
國
古
籍
文
化
研
究

所
編
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。
併
せ
て

參
照
さ
れ
た
い
。

（
17
） 

因
み
に
本
詩
句
は
、
杜
甫
の
「
朝
回
日
日
典
春
衣
、
毎
日
江
頭
盡
醉

歸
。
酒
債
尋
常
行
處
有
、
人
生
七
十
古
來
稀

0

0

0

0

0

0

0

。
穿
花
蛺
蝶
深
深
見
、
點

水
蜻
蜒
款
款
飛
。
傳
語
風
光
共
流
轉
、
暫
時
相
賞
莫
相
違
。」（「
曲
江
二

首
其
二
」、『
全
唐
詩
』
卷
二
二
五
）
を
踏
ま
え
る
。

（
18
） 

白
居
易
の
七
言
絶
句
六
七
二
首
に
は
、
佳
作
が
數
多
く
存
在
す
る
。

彼
の
七
絶
は
、
七
律
の
前
半
四
句
な
い
し
後
半
四
句
を
裁
斷
し
加
工
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
優
れ
た
絶
句
に
不
可
缺
と
さ
れ
る

單
一
性
・
偏
在
性
・
對
他
性
と
い
う
表
現
機
能
が
十
分
に
擔
保
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
。

（
19
） 

因
み
に
前
引
の
胡
應
麟
は
、
詩
聖
杜
甫
の
七
律
「
登
高
」
に
つ
い
て
、

「
此
詩
自
當
爲
古
今
七
言
律
詩
第
一

0

0

0

0

0

0

0

0

、
不
必
爲
唐
人
七
言
律
第
一
也
」

（『
詩
藪
』
内
編
卷
五
、
近
體
中
、
七
言
）
と
絶
贊
す
る
。
ま
た
清
の
浦

起
龍
に
な
る
『
讀
杜
心
解
』〔
全
三
册
〕（
中
華
書
局
、
一
九
七
八
年
三

月
）
の
卷
四
に
は
、
杜
甫
の
全
七
律
詩
一
五
一
首
が
收
録
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
で
蝉
聯
體
を
用
い
る
詩
篇
は
、「
何
人
卻
憶
窮
愁
日

0

0

、
愁
日

0

0

愁

隨
一
線
長
。」（「
至
日
遣
興
奉
寄
北
省
舊
閣
老
兩
院
故
人
二
首
其
一
」）
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
四
期

「
浣
花
溪
水
水

0

0

西
頭
、
主
人
爲
卜
林
塘
幽
。」（「
卜
居
」）
の
二
例
で
あ
る
。

詩
題
と
首
句
が
繋
が
る
用
例
「
白
帝

0

0

（
詩
題
）、
白
帝

0

0

城
中
雲
出
門
（
第

一
句
）」「
黄
草

0

0

（
詩
題
）、
黄
草

0

0

峽
西
船
不
歸
（
第
一
句
）」
を
含
め
て

も
、
僅
か
四
例
に
留
ま
る
。
こ
の
事
實
か
ら
も
、
杜
甫
と
白
居
易
の
七

律
を
隔
て
る
最
大
の
修
辭
要
素
は
、
連
鎖
技
法
の
多
寡
強
弱
に
あ
る
と

結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。
總
じ
て
白
居
易
の
七
律
詩
は
、
流
れ
る
よ
う
な

音
樂
性
を
よ
り
多
く
内
在
さ
せ
て
い
る
と
判
斷
さ
れ
る
。
字
と
字
、
語

と
語
、
句
と
句
、
聯
と
聯
と
は
相
互
に
結
び
繋
が
っ
て
、
七
律
一
首
の

枠
内
―
枠
外
で
は
な
い
―
に
心
象
や
韻
律
の
絶
妙
な
動
き
が
生
じ
る
の

で
あ
る
。
白
居
易
詩
全
般
に
認
め
ら
れ
る
音
樂
的
要
素
は
、
そ
の
詩
歌

の
實
態
や
本
質
を
解
明
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
視
點
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
中
木
愛
『
白
居
易
の
幸
福
世
界
』（
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
第
五
章
、
音
樂
の
詩
―
新
た
な
表
現
へ
の

挑
戰
、
に
詳
細
な
分
析
が
あ
る
の
で
併
せ
て
參
照
さ
れ
た
い
。
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摘
　
要
：
白
居
易
在
七
十
五
年
的
生
涯
之
中
留
下
了
大
量
作
品
，
其

所
使
用
的
詩
型
也
橫
跨
古
體
詩
・
近
體
詩
，
多
種
多
様
。
在
他
身

上
，
對
於
各
種
詩
歌
様
式
展
現
出
的
熱
情
持
続
了
一
生
。
本
論
文

針
對
白
居
易
的
七
言
律
詩
，
重
点
考
察
様
式
・
題
材
・
修
辞
等
方

面
的
各
種
問
題
。
現
在
傳
世
的
白
氏
七
律
共
計
五
百
六
十
八
首
，

約
佔
全
詩
数
量
的
百
分
之
二
十
。
對
他
而
言
，
七
律
不
只
數
量
最

多
，
同
時
也
可
被
認
作
他
最
拿
手
的
詩
型
。
本
文
在
探
討
其
原
因

的
同
時
，
也
將
對
白
居
易
文
學
之
中
七
言
律
詩
的
意
義
進
行
考

察
。
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